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落ちたリンゴを売れ！
箱田忠昭（フォレスト出版）

· 成功とは、あなた自身の価値観に基づいて

①あなたの欲しいものを手に入れること（Have）

②あなたのしたいことをすること（Do）

③あなたのなりたいものになること（Be）
· 並の営業は、客が必要のあるものを売る。少し上の営業は、客が必要かどうか迷う物を売る。そしてできる営業というのは、客が必要のないものも売ることができる。

· あなたにとって、人生とは「今日から死ぬまで」ということになる。

· こうなったら、直接アメリカの大学へ手紙を出し、何とか受け入れてくれるところを探すしかありません。お金のことは、そのあとに考えようと思いました。アメリカの主だった大学へ、片っ端から手紙を書きました。約２００通くらい出しました。

· やはり大きな目標を持つべき。明確な目標さえ決めれば、半分は実現したようなもの。

· ロマーナ・ヴァンエロス（大きな夢を持って実現した人の例）
16才で結婚。２児の母。18才で離婚。

→アメリカへきて、一日１ドルのクリーニング店で働く。

→ポケットに７ドル入れて、カリフォルニアへ。皿洗い、掃除婦、ウェートレス

→４００ドルたまって、タコスの店をだす

→従業員３００人のチェーン店に発展

→メキシコ系アメリカ人のための銀行（パン・アメリカン・ナショナルバンク）を設立。

→大銀行に成長。→東ロサンゼルスでナンバーワンの銀行に。

→財務省高官→財務長官
· ２０世紀初頭の心理学者であるウィリアム・ジェームスは、「人は思った通りの人間になる」と言っています。これからの人生を成功と満足のうちに送りたいと望むならば、それが可能であると肯定的に思いこまねばなりません。

· 物事を否定的に考えているあいだはダメです。これからは一切を肯定的に積極的に考える習慣をつけねばなりません。これはなかなかすぐに変わるものではありません。意識的に段階的に変えていくものです。

· ロッキー青木氏の成功の法則３箇条
1 大きな夢を持つこと
2 その夢を実現するための手段を徹底的に考えること

3 手段が決まったら、死に物狂いで実行すること

・稲盛和夫氏。「人生・仕事の結果＝能力（スキル）×熱意（やる気）×考え方」
特に、３番目の「考え方」がポイント。物事をすべて肯定的に考える。私は今までの人生で、「どうすれば成功するか」ということを常に考えてきた。その結果、まず、心の持ち方を基本的に変え、積極的に成功を願えば、必ず目的を達成するという確信を得た。人が物事を成就しようとするとき、取り組む姿勢がプラス発想であること、マイナス発想でないことが、最初の基本条件になる。
· 心理学では「言葉が現実を作る」と言う。自分自身をやる気のある積極人間にするために、毎日自分にペップトーク（Pep Talk）をかける。「心に気合いをかけろ」ということです。自分自身が弱きになったとき、めげそうになったときはもちろんのこと、何かを始めようとするときは、自分にペップトークをかける。

· 青年が２０才から５０才になるまでの３０年間に、１００億円の価値ある人生を送れるか、１億円に満たない人生になるか、借金人生になるか、実にその人の生き方に左右される。

· 意義のある人生を送るために何をすべきか。２番目に、それをどのようにするか、この２つが大切。これを目標設定と呼ぶ。
· 単なる希望や夢、願望は誰もが持っています。希望、夢、願望ではなく、「目標」を持つ。

1 全人口の３％の人々は、飛び抜けて豊かな生活をしています。
2 全人口の１０％の人々は、まあまあ豊かな生活をしていす

3 全人口の６０％の人々は、余裕のない生活をしています。

4 全人口の２７％の人々は、他人の世話になって生活しています。

①のグループの人は、明確な目標を持ち、それを計画表として紙に書いて実行していた。

・「英語をﾏｽﾀｰしたい」というのは願望。

→来年の７月までに、TOIEC試験で７００点をとる。

→そのために、毎日寝る前の３０分テレビの英語講座を見る。毎朝電車の中で英語の単語を５個暗記する。Etc。。

・成功するためのスタート地点
1 期限を設定した

2 具体的な願望を

3 紙に計画表として書いたもの

・仕事の時間は人生の１０％。お金や家庭や趣味、バランスよく成功しないと全く意味がない。

1 仕事

2 経済

3 家庭

4 自己啓発・趣味

5 健康

6 その他

・目標設定の手順
1 まず願望を紙に書き出してみる。それに期限をつける。具体的にする。

2 「３０年目標表」を作る（フォーム参照）

3 「５年後のあるべき姿」を作る（フォーム参照）

どんな活動をしたいのか、どんな仕事をしたいのか、お金はどれくらい貯まっているのか、そのための物理的・精神的・肉体的・心理的な目標は何か。

4 「年間目標」を作る（フォーム参照）
· 幸せとは夢を実現すること。夢を持つことは楽しい。それを忘れないために、目標を書いた紙を壁に貼っておき常時これを見る。また、手帳に書いておいたり、紙にコピーして財布の中にいれておくのも効果的。
· 「去るものは日々に疎し」欧米では、“Out of sight, out of mind”（目に見えないものは心から離れていく）と言う。

· 将来、成功するためには、自分自身を知ること。自分の得意なものと不得意なものの、棚卸し。これから考えないといけないことは、あなたの資産と負債、長所と短所の個人的な棚卸しをしていくこと。

· 「看脚下」「照顧脚下」：自分の足もとをしっかりみなさいという意味。成功の道を歩むにあたってしなければいけないことは、自分自身を正直に、客観的に見つめ、自分を知る」ということ。そのためのステップ。

1 自己分析をする
紙と鉛筆を用意。「私は○○です」というかたちで、思いつくままに自分自身について表現してみる。３０項目。

→そこで気づいたことは？「自己像」思い切り正直に書く。

2 長所と短所を書き出す

一枚の紙に、左側に長所、右側に短所。各１０項目ずつあげてみる。この作業は一人で行う。

3 自己評価をしてみる

紙をたてに３等分。

一番左：好きなこと、得意なこと→優先順位をつける。（上位が決め球となる）

真ん中：苦手だが克服したいこと

一番右：嫌いなこと。したくないこと

· あなたは、自分の決め球に気づいているでしょうか？もし気づいていればほとんど成功したも同然。その決め球に磨きをかけ、自分の努力の８割から９割をその決め球に注げばよい。
· 専門家とかその道の権威をマスターマインドという。成功のカギは、どんなマスターマインドと会うかにかかっている。付き合う人は、前向きで、やる気のある人と付き合う。

· 自分に合った道をみつける方法

1 今の会社でのしあがっていく

2 今の会社で決め球を磨き、転職する

3 なるべく早い時期に転職する

4 独立する

・できる人の転職

いつでもステップアップ、つまり良い仕事、さらに良い仕事、責任ある仕事、良い給料。
「カニの横這い」ではなく「カエル跳び」であるべき。つまり
今よりも自分にあった仕事ができるか
今よりも責任ある仕事ができるか

給料はアップするのか

将来のキャリアにプラスになるか

· 会社を変わるよりも、悪いのは「仕事」を変わることかもしれない。
· 決め球を投げるためには、キャッチャー（協力者）が必要。

· 目標達成を可能にする方法

目標をどうやって実現させるかの計画、手段を考えないといけない。「モケジフォの法則」

「目標」・・・モ

「計画」・・・ケ

「実行」・・・ジ

「フォローアップ」・・・フォ

目標を成長させていくことも必要。
· 目標に向かうことによるメリット
1 時間の有効活用ができる

2 ストレス・イライラが減少する

3 将来に自信と勇気を持つことができる

4 正しい行動ができる

· 目標達成のための７大ルール

1 嫌なことをしていく

2 成功するまでやめないこと

3 人より多く働くこと（仕事を趣味のように楽しむ。仕事があることそのものに感謝する）

4 時は金なり

5 人生は選択の連続！良い選択をしよう

6 まず、始めてみること（とにかくやってみることです）

すぐに行動する人が仕事のできる人。菅原義道氏「考える奴は馬鹿だ。悩んでいるヒマがあったら行動しろ」。始めるまでが大変だか、一度始めてしまえばこっちのもの。

7 やるべきことをやること

ピーター・ドラッガー「仕事ができる人の条件」

「より速く」「より良く」「今やるべきことをやること」

松下幸之助「成功するには？」「雨の日には傘をさす」
・デール・カーネギー

「今日の枠の中に生きよ」。今日一日を全力で生き抜けば、また真っ白で新しい明日が天から贈られる。今日一日を無駄のない素晴らしい日にする。

· 良い人間関係は成功するための必須条件。他人の助けを上手に得ることのできる人が成功する。
· 管理職に必要な能力は、①対人対応能力、②総合的判断力、③技術的能力。

· 私たちは他人のために何かを提供して報酬を得ている。与える量が多ければ多いほど、得るものも多いはず。ということは、与えればそれに応じた報酬が得られるということ。お釈迦様は「善因善果、悪因悪果」と言っている。

· 現在得ているものは、まさにあなたが与えるものと比例している。

· 自分がこれから何を与えたらいいかを考える。それがあなたの決め球になる。自分の得意なものだったら、相手に与えやすくなる。与えることにより、良い人間関係ができ、仕事も人生もうまくいくようになる。

· 「無財の七施」（与えるものがなくても、実は与えることはできる）。

（捨身施、心慮施、和顔施、慈眼施、愛語施、房舎施、床坐施）

· 人間関係のルール
①まずは自分を捨てて他人に尽くしてみよう
禅「無事是貴人」という言葉がある。真に毎日を無事に、当たり前のことを平常な心で行うことができる人は悟った人である。
②思いやりは忍耐から

忍耐心、感謝の心を相手に示すことがいかに難しいことか。やはり勇気と努力がいる。

③微笑みを忘れない

常に笑顔、笑顔と自分に言い聞かせて、習慣づける。

④優しい目でみよう

目つきというものは、自分の心の状態がそのまま出る。　

⑤人に優しい言葉をかけよう

　叱るときは二人っきりで思いっきり叱り、ほめるときは大勢の前でほめる。

⑥他人を自分のように扱う

人生においては、自分だけ救われようとしてはダメ。私たちは通常、自分だけは得をしたい、自分だけはいい思いをしたい、自分だけは楽をしたい、自分だけは、自分だけは、とエゴのみをおいかけています。逆に自分はどうなってもいい、他が救われればいい、というくらいの気持ちでいると、不思議と自分も救われるもの。

⑦下の者を引き上げよう

人はできるだけ早い時期に、後進に道を譲るべきである。自分が「これだ」と見込んだ者に対しては、ちょっと早すぎるかな、荷が重いかなと思っても引き上げるべき。
おわり（目標シートダウンロード http://www.forestpub.co.jp/hakoda2/ ）
